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進学実績向上

「志」を重視する教育で
基礎学力の定着と
進路意識の向上を図る

◎幼きイエス会（旧サン・モール修道会）
を基に、福岡女子商業高校として開校。
１９５４（昭和２９）年に小学校を開校し、
幼・小・中・高の総合学園となる。校
訓は「徳においては純真に」「義務に
おいては堅実に」。国際交流や国際理
解教育が盛んで、世界１３か国、国内
外に約１５０校の姉妹校がある。

国公立大は、東京大、京都大、九州大
などに２４人が合格。私立大は、慶應義
塾大、早稲田大、同志社大、福岡大な
どに延べ２２８人が合格。海外の大学には、
ハーバード大やペンシルベニア大などに延
べ２２人が合格。

設立

形態

生徒数

1１年度入試合格実績（現浪計）

１９３３（昭和８）年

全日制／普通科／女子

１学年約２００人（昨年度卒業生147人）

住所
　

電話

Web Site

〒８１０-００２７
福岡県福岡市中央区御所ヶ谷７-１

092-531-0438

66
指導変革の

成果実践背景

◎女子教育に定評は
あったが、進路指導
は教師個々に任され、
指導の方向性がそろ
っていなかった

変革のステップ

◎「グローバルシティ
ズン」を目指す人物
像として明確化し、
共有。生徒の志を育
むと共に、学力向上
を図る

◎生徒が具体的な将
来像を描けるようにな
り、受験は通過点と
考えられるように。上
位層から下位層まで
学力が向上

http://www.fukuokafutaba.ed.jp/

福岡県・私立

福岡雙葉中学・高校
ふた ば

　
福
岡
市
の
中
心
部
に
あ
る
福
岡
雙ふ

た

葉ば

中
学
・
高
校
は
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
た
教
育
を
実
践
す
る
私
立

の
女
子
校
だ
。
中
高
一
貫
コ
ー
ス
に
加
え
、
高
校
か
ら

の
３
年
課
程
の
コ
ー
ス
も
あ
り
、
約
１
１
０
０
人
の
生

徒
が
学
ん
で
い
る
。

　
同
校
は
、
以
前
か
ら
女
子
教
育
に
つ
い
て
地
域
か
ら

の
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
進
路
指
導
は
そ

れ
ほ
ど
組
織
的
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
体
制

が
、
２
０
０
８
年
度
に
始
ま
っ
た
教
育
改
革
に
よ
っ
て

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
大
林
興
一
校
長
は
次
の
よ

う
に
話
す
。

　「
社
会
の
急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
本
校
の

伝
統
で
あ
る
人
格
教
育
は
不
変
の
教
育
と
し
て
続
け

る
一
方
で
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
『
本
物
の
学

力
』
を
育
て
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
素
質
を
備
え
た
人
物
を
『
グ
ロ
ー
バ
ル
シ

テ
ィ
ズ
ン
』
と
い
う
言
葉
で
表
し
、
13
年
度
に
迎
え

る
創
立
80
周
年
を
目
指
し
て
教
育
改
革
を
進
め
て
い

ま
す
」

　
教
師
は
熱
意
を
持
っ
て
教
育
に
当
た
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
が
「
点
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
線
」

と
し
て
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
」
を
設
定
し
た
背
景
に
は
、
教

師
間
で
理
想
的
な
人
物
像
を
共
有
し
て
、
指
導
の
ベ
ク

ト
ル
を
そ
ろ
え
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
。

指
導
の
方
向
を
そ
ろ
え
る
た
め
に

育
て
た
い
人
物
像
を
明
確
化
し
共
有
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同
校
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
」
を
「
神
の
恵

み
に
感
謝
し
て
、
地
球
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
行
動
す
る
人
」
と
定
義
す
る
。
こ
の
よ
う
な
生
徒

を
育
て
る
た
め
に
、
中
高
一
貫
コ
ー
ス
で
は
、
中
学
１

年
生
は
「
基
礎
期
」
と
し
て
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
、

中
学
２
・
３
年
生
は
「
充
実
期
」
と
し
て
自
主
的
行
動

の
確
立
、
高
校
１
・
２
年
生
は
「
発
展
期
」
と
し
て
自

律
の
実
践
、
高
校
３
年
生
は
「
完
成
期
」
と
し
て
進
路

対
策
に
重
点
を
置
く
。
３
年
課
程
で
は
、
高
校
１
年
生

が
「
基
礎
期
」、２
年
生
が
「
発
展
期
」、３
年
生
が
「
完

成
期
」
に
当
た
る
。
今
回
は
、
主
に
３
年
課
程
の
内
容

を
中
心
に
取
り
上
げ
る
（
Ｐ
．22
図
）。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
」
を
育
て
る
教
育
は
、

正
課
の
学
習
活
動
に
加
え
、「
志
の
教
育
」
が
中
心
と

な
る
。
進
路
指
導
部
長
の
長お

さ

祐
子
先
生
は
、
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　「『
大
学
入
試
で
終
わ
り
の
人
』
で
は
な
く
、『
大

学
入
試
か
ら
の
人
』
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
高

い
志
や
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
育
む
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
『
志
の
教
育
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
入
試
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
に
到

達
す
る
た
め
の
成
長
の
き
っ
か
け
と
し
て
『
利
用
』

す
べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
志
の
教
育
」
で
は
、
高
校
１
年
生
は
「
自
己
理
解
」

と
し
て
、
自
己
の
職
業
観
を
確
立
さ
せ
、
そ
の
手
前
に

あ
る
大
学
・
学
部
・
学
科
を
調
べ
る
こ
と
で
、
高
い
志

を
持
た
せ
、
夢
の
実
現
に
向
け
た
気
概
を
養
う
。
２
年

生
は
「
自
己
啓
発
」
と
し
て
、
職
業
や
学
問
領
域
を
探

求
し
、
職
場
や
大
学
な
ど
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
。

３
年
生
は
「
自
己
実
現
」
と
し
て
、
目
指
す
大
学
・
学

部
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
進
路
を
実
現
さ
せ
る
。

　「
志
の
教
育
」
で
は
、
将
来
の
理
想
の
姿
か
ら
現
在

の
自
分
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、「
未
来
か
ら
の

反
射
」
と
い
う
視
点
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
高
校
卒

業
10
年
後
、
20
年
後
と
な
る
、
28
歳
、
38
歳
の
自
分
を

具
体
的
に
想
像
す
る
機
会
を
何
度
も
設
け
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
卒
業
生
に
よ
る
学
部
・
学
科
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
だ
。
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
は
、
弁
護
士
や
医
師
、
獣
医
師
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
28
歳
や
38
歳
に
近

い
年
齢
の
卒
業
生
を
招
き
、
仕
事
内
容
や
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
話
し
て
も
ら
う
。
生
徒
は
同
じ
校
舎
で
学
ん
だ

卒
業
生
を
身
近
な
存
在
と
感
じ
、
自
分
の
将
来
と
重
ね

合
わ
せ
て
講
演
内
容
に
耳
を
傾
け
、
将
来
像
を
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

　「
一
例
で
す
が
、
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
る
卒
業
生
が
講
演
を
し
た
時
は
、
生
徒
た
ち

の
議
論
が
盛
り
上
が
り
、
講
演
し
た
卒
業
生
も
生
徒

た
ち
の
熱
意
や
医
学
へ
の
関
心
の
高
さ
に
驚
く
ほ
ど

で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
生
の

声
を
聞
き
、
社
会
人
が
ど
の
よ
う
な
視
点
で
物
事
を

見
て
い
る
の
か
を
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
体
感

し
て
ほ
し
い
と
企
画
し
ま
し
た
」（
長
先
生
）

　
夏
休
み
前
と
秋
の
年
２
回
、
大
学
教
員
を
招
い
て
の

出
前
講
義
も
実
施
す
る
。
理
学
、
工
学
、
医
療
保
健
、

人
文
科
学
、
生
活
科
学
な
ど
の
９
分
野
が
あ
り
、
出
前

福
岡
雙
葉
中
学
・
高
校

中
尾
祐
美
子

　 N
ak

ao
 Y

u
m

ik
o

教
職
歴
10
年
、同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。進
路
指
導
部
。

「
目
標
を
持
っ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
」

福
岡
雙
葉
中
学
・
高
校

田
島
徳
己

　 T
ash

im
a T

o
k

u
m

i

教
職
歴
・
赴
任
歴
共
に
３
年
。進
路
指
導
部
副
部
長
。「『
長

空
は
白
雲
が
飛
ぶ
を
妨
げ
ず
』
生
徒
の
可
能
性
を
最
大

限
に
伸
ば
す
」

福
岡
雙
葉
中
学
・
高
校

中
村
道
彦

　 N
ak

am
u

ra M
ich

ih
ik

o

教
職
歴
３
年
、
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
進
路
指
導

部
。「
将
来
の
自
己
実
現
に
向
け
て
、『
本
気
で
や
る
子
』

を
育
て
る
」

将
来
へ
の
高
い
志
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
育
む
「
志
の
教
育
」

「
未
来
か
ら
の
反
射
」を
通
し
て

現
在
の
自
分
を
見
つ
め
直
す

福
岡
雙
葉
中
学
・
高
校

長
祐
子

　 O
sa Y

u
k

o

教
職
歴
27
年
、
同
校
に
赴
任
し
て
17
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「『
未
来
を
想
え
！ W

e shall go together

』。

生
徒
の
能
力
開
発
を
常
に
目
指
す
」

福
岡
雙
葉
中
学
・
高
校
校
長

大
林
興
一

　 O
b

ayash
i K

o
ich

i

教
職
歴
50
年
、
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。「
常
に
生
徒

を
中
心
に
据
え
て
の
教
育
の
在
り
方
を
追
求
し
、
改
善

し
続
け
る
」
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福岡県・私立　福岡雙葉中学・高校福岡指導変革の

講
義
は
分
野
ご
と
に
異
な
る
日
程
で
行
わ
れ
る
の
で
、

志
望
分
野
以
外
の
授
業
も
受
け
る
こ
と
が
可
能
だ
。
ま

た
、
興
味
・
関
心
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
教
師
と

相
談
の
上
、
分
野
は
随
時
変
更
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

　
同
校
に
は
、
留
学
生
が
各
学
年
に
常
時
５
〜
６
人
在

籍
、
帰
国
子
女
は
現
在
23
人
在
籍
し
て
い
る
。
一
般
生

徒
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
海
外
に
も
視
野
が
向
き
や
す

い
環
境
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
志

の
教
育
」
の
一
つ
と
し
て
英
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
な
が
ら
、
海
外
の
大
学

へ
の
進
学
も
積
極
的
に
支
援
す
る
。

11
年
度
入
試
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

を
は
じ
め
、
22
人
の
生
徒
が
海
外
の

大
学
に
合
格
し
た
。

　
他
に
も
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の

応
募
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
生
徒
の
キ
ャ

リ
ア
意
識
を
高
め
て
い
る
。

　
更
に
、
３
年
生
で
は
生
徒
の
志
を

高
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
き
め

細
か
な
個
別
指
導
だ
。
進
路
指
導
部

副
部
長
の
田
島
徳
己
先
生
が
言
う
。

　「
教
師
と
の
対
話
を
繰
り
返
す
こ

と
で
自
分
の
可
能
性
に
気
付
き
、
明

確
な
目
標
が
出
来
る
と
、
生
徒
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
姿
勢
や
立
ち
居

振
る
舞
い
、
話
し
方
な
ど
が
目
に
見
え
て
変
化
す
る

ほ
か
、
大
学
の
志
望
理
由
書
も
、『
人
の
役
に
立
ち

た
い
』
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
内
容
か
ら
、『
こ
う

い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、
こ
の
学
部
に
進
み
た
い
』

な
ど
と
非
常
に
具
体
的
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
生

徒
の
変
容
を
見
る
た
び
に
、
目
標
を
持
つ
こ
と
の
力

の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
す
」

　
志
の
実
現
に
は
、
通
過
点
と
し
て
志
望
大
に
合
格
す

る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
の
学
力
向
上
策
の
一
つ
が
、

11
年
度
に
本
格
的
に
導
入
し
た
「
課
外
講
座
」
だ
。
各

科
目
週
１
回
、
放
課
後
に
実
施
し
、
１
年
生
は
数
学
と

古
典
、
２
年
生
は
数
学
と
理
科
、
３
年
生
は
「
セ
ン
タ

ー
試
験
対
策
」「
○
○
大
学
対
策
」
な
ど
大
学
受
験
に

対
応
し
た
科
目
を
設
け
て
い
る
。
講
義
時
間
は
90
分
間

と
、
通
常
行
う
授
業
の
倍
の
長
さ
だ
。

　「
最
初
は
時
間
が
長
い
と
感
じ
る
生
徒
も
い
ま
す

が
、
特
に
集
中
力
が
途
切
れ
る
様
子
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
90
分
間
集
中
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
る
と
学
習
に
対
す
る
基
礎
体
力
が
付
き
、
45
分
間

の
授
業
は
短
い
と
感
じ
る
よ
う
で
す
。
以
前
よ
り
も

授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
入
試
で
の
集
中

力
も
養
わ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
田
島
先
生
）

　
講
座
は
基
礎
と
応
用
が
あ
る
。受
講
は
希
望
制
だ
が
、

受
講
者
が
80
人
を
超
え
る
講
座
も
あ
る
と
い
う
。
進
路

指
導
部
の
中
村
道
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
理
数
系
科
目
に
苦
手
意
識
を
持
つ
生
徒
も
多
く
、

そ
れ
だ
け
の
理
由
で
進
路
を
選
択
し
が
ち
で
す
。
現

在
、
文
系
２
ク
ラ
ス
、
理
系
と
医
歯
薬
系
で
３
ク
ラ

ス
あ
り
ま
す
が
、
課
外
講
座
で
は
数
学
や
理
科
を
よ

り
多
く
取
り
上
げ
、
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
と
共

に
、
考
え
方
に
重
点
を
置
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
」

　
課
外
講
座
で
は
、
学
校
独
自
の
教
材
を
使
い
、
考
え

基礎期

学年

目標

学習目標

学習活動

狙い

志の教育

１年生

自主的行動の確立

基礎学力を身につける

自己理解

現代世界の学び

＜調査＞
「大学の学部・学科について
  調べる」

将来の自分を描き、可能性を高めていくための、
活動の幅を広げていく

グローバルシティズンの第１歩
としての自己実現を目指す

社会と関わる

２年生 ３年生

発展期 完成期

高
い
学
力

高
い
志

●興味関心のある学問領域を
探求する（レポート）
●インターネットを利用し、学
部学科の探求（レポート）
●作文コンクール応募
●ディベート
●出前講義、講演会への参加

自律の実践

学力を蓄え本物にする

自己啓発

日本文化の学び
（奈良・京都旅行）

＜行動＞
「学問領域を探求し、自分の
  目で大学を確かめる」

進路から進学へ・リーダーシップ

●志望の学部・学科・大学を明
確にする
●出前講義、講演会、大学講義
等への参加
●オープンキャンパスへの参加
●作文コンクール応募

●実践的な課外講座
●大学説明会への参加
●出前講義、講演会への参加

進路対策

実践する力を蓄える

自己実現

進学に向けて
自己管理能力の完成

＜実現＞
「目指す大学・学部に向かい
  努力し、進路を実現させる」

自己実現

図 高校３年間の各学年での目標と主な活動

高校３年間の指導の目標を示している。高いコミュニケーション力と豊かな人間性を育み、同時に志を持てるような
活動を行う　＊学校資料を基に編集部で作成

90
分
間
の
「
課
外
講
座
」で

基
礎
学
力
や
集
中
力
を
養
う
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る
力
の
育
成
に
努
め
る
。
例
え
ば
、「
今
１
年
生
で
習

っ
て
い
る
こ
の
分
野
は
、
３
年
生
の
こ
の
分
野
の
下
地

に
な
る
」
な
ど
と
、
先
を
見
せ
な
が
ら
指
導
す
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
る
。

　
課
外
講
座
の
効
果
は
大
き
く
、
特
に
数
学
で
は
１
年

生
７
月
の
模
試
の
結
果
が
上
昇
し
た
。
基
礎
学
力
が
定

着
し
て
全
体
的
に
底
上
げ
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
上

位
層
の
学
力
も
高
ま
っ
た
と
い
う
。

　「
生
徒
か
ら
は
、『
普
段
の
授
業
を
よ
り
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
』『
難
し
い
け
れ
ど
楽
し
い
』
と

い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
考
え
る
力
の
育
成

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
、
考
え
る
こ
と
を
嫌
が
ら

ず
に
主
体
的
に
学
べ
て
い
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

難
関
大
の
入
試
問
題
は
考
え
る
耐
性
が
な
い
と
解
け

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
う
し
た
姿
勢
が
身
に
付
い
て
い
る

の
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
」（
中
村
先
生
）

　
学
力
向
上
の
取
り
組
み
で
土
台
の
一
つ
と
な
る
の

が
、
１
年
生
の
夏
休
み
に
３
泊
４
日
で
行
う
宿
泊
学
習

会
だ
。
国
語
・
数
学
・
英
語
の
習
熟
度
別
授
業
や
自
習

を
行
い
、翌
朝
テ
ス
ト
を
す
る
の
が
基
本
的
な
流
れ
だ
。

朝
の
散
策
の
時
間
以
外
、
授
業
や
自
習
、
テ
ス
ト
な
ど

で
、
１
日
10
時
間
以
上
も
机
に
向
か
う
。
進
路
指
導
部

の
中
尾
祐
美
子
先
生
が
話
す
。

　「
学
習
し
た
内
容
に
つ
い
て
す
ぐ
に
テ
ス
ト
を
す

る
の
は
、
実
践
的
な
勉
強
に
よ
り
成
果
が
表
れ
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
る
た
め
で
す
」

　
テ
ス
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
個
々
の
生
徒
に
合
っ

た
学
習
方
法
を
指
導
す
る
の
も
特
徴
だ
。
同
校
に
は
コ

ツ
コ
ツ
と
頑
張
る
生
徒
が
多
い
が
、
中
に
は
学
習
方
法

が
不
適
切
で
な
か
な
か
成
績
が
上
が
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
そ
れ
を
１
年
生
の
う
ち
に
是
正
し
、
そ
の

後
の
学
習
の
効
果
を
高
め
る
た
め
だ
。

　
宿
泊
学
習
会
で
は
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
学
習
し
、

成
績
優
秀
な
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
競

争
意
識
が
芽
生
え
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
授
業
後
な
ど
に

自
然
と
教
え
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　「
個
人
で
は
な
く
、
皆
で
一
緒
に
学
習
す
る
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
で
学
習
効
果
も
高
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
を
実
感
し
て
か
、
教
え
合
う
姿
は
そ
の
後

の
授
業
で
も
定
着
し
ま
し
た
」（
中
尾
先
生
）

　
宿
泊
学
習
会
は
、11
年
度
が
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
当
初
は
、「
ど
う
し
て
私
た
ち
の
学
年
だ
け
、

こ
ん
な
に
勉
強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
と
い

っ
た
不
満
の
声
も
上
が
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
終
え

て
み
る
と
、「
こ
ん
な
に
勉
強
を
し
た
の
は
初
め
て
」と
、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
大
き
な
達
成
感
を
抱
い
て
い
た
。

　「『
最
初
は
嫌
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
は
も
っ
と
こ

こ
で
勉
強
し
た
い
』『
夏
休
み
の
宿
題
も
頑
張
り
た

い
』
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
教
師
に
と

っ
て
は
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
苦
し
い
け

れ
ど
も
頑
張
り
抜
く
、
普
段
と
は
異
な
る
生
徒
の
姿

を
見
ら
れ
た
の
は
大
き
な
プ
ラ
ス
で
し
た
。
初
回
な

の
で
手
探
り
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
学
年
団
の
反

省
会
で
は
『
本
当
に
や
っ
て
良
か
っ
た
』
と
、
生
徒

の
成
長
を
喜
び
合
い
ま
し
た
」（
中
村
先
生
）

　
生
徒
が
ど
こ
ま
で
や
れ
る
の
か
を
教
師
が
知
っ
た
こ

と
で
、
そ
の
後
の
指
導
の
指
針
が
出
来
た
と
い
う
。

　「
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
生
徒
は
柔
軟
に

対
応
で
き
る
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
生
徒
は
自

分
の
力
を
『
こ
れ
く
ら
い
だ
ろ
う
』
と
考
え
、
生
徒

自
身
で
枠
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
の

枠
を
教
師
が
外
し
て
あ
げ
る
と
、
ど
ん
ど
ん
伸
び
て

い
く
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」（
長
先
生
）

　
現
在
、
学
園
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
の
が
、
教
師
自

身
の
成
長
だ
。
長
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
素
晴
ら
し
い
生
徒
を
育
て
る
に
は
、
特
定
の
教

師
だ
け
で
は
な
く
、
新
人
教
育
な
ど
で
若
手
教
師
の

ス
キ
ル
や
意
識
も
十
分
に
高
め
、
全
て
の
教
師
が

指
導
力
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
誰
で
も
応

用
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
教
師
自
身
が
感
性
や
志
を
持
っ
て

教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
校
長
が
日
頃

か
ら
言
っ
て
い
ま
す
が
、
教
師
が
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ

ィ
ズ
ン
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
、
本

校
の
教
育
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
」

生
徒
が
自
分
の
限
界
を
広
げ
る

１
年
生
夏
休
み
の
「
宿
泊
学
習
会
」

教
師
自
身
が
成
長
し
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
」に
な
る
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